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その他、根拠法令
及び分野別計画

目介護保険法・介護保険事業計画

後期
基本
計画

施策の大綱

施策の目標

会計名

介護保険特別会計

款

介護保険条例に基づく委員の方（19名） 4回 4回 素案・原案の意見聴取および諮問

　第9期介護保険事業計画は、介護サービス見込み量等に基づく見込み額に
基づき、介護保険料を設定しているため、令和6年度から令和8年度までの
介護保険給付費及び地域支援事業費が計画と乖離していないことを確認する
必要があります。
　また、当該事業計画に基づき施設整備及び地域支援事業の推進が求められ
ます。
　第8期介護保険事業計画における介護保険給付費は3年間の計画値に対す
る実績は97％で推移したため、計画通りに実施されました。

　令和6年度から令和8年度までは、第9期介護保険事業計画に基
づき、常総市における介護保険給付および地域支援事業が実施さ
れます。
　令和6年度は、介護保険制の改正に合わせて介護保険ガイド
ブックを作成して市民に向けて介護保険制度の周知と介護サービ
ス等の利用を促すために全世帯に配布します。
　令和７年度には、第10期介護保険事業計画に向けて「介護予
防・日常生活圏域ニーズ調査・在宅介護実態調査」を実施するこ
ととなります。
　当該調査の実施、事業計画の策定、介護保険ガイドブックの作
成のほか、介護保険料の収納率の維持や要介護認定から判定まで
の期間短縮などにより、介護保険制度の維持・向上に努め、適切
な運用を推進します。

コスト □ 活動

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

■ 成果 □

成果指標
Ｒ5年度実績値 Ｒ9年度目標値

97% 85％以内

改善の余地 今後の方向性

□

業務の振り返り

⑤　最終アウトカム（成果）

指標名

第8期介護保険事業計画における
介護保険給付費の計画値対実績

指標名

項

②　インプット（投入）

Ⅱ保健・医療・福祉の充実

3誰もが生きがいを持てるまちづくりを進める

1高齢者福祉

介護保険制度の適切な運用

①　総合計画上の位置付けと事務事業説明

施策

施策内容

―

―

背景・課題

介護保険制度は、社会保険方式を採用しつつ、費
用の半分を公費で賄う制度となっています。介護
保険制度については、団塊ジュニア世代がすべて
65歳以上となる2040年に向けて、国民1人1人
が状態に応じた適切なサービスを受けられるよう
質が高く効率的な介護の提供体制の整備を推進す
るために行われ、介護保険制度の安定性と持続可
能性を確保しながら進められています。

目的・意図

介護保険法に基づき、介護保険事業計画を策定し
ます。介護保険制度において、適切なケアマネジ
メントにより要介護・要支援者に個人の尊厳と自
立した日常生活を支援するために介護サービス・
介護予防サービスを提供すると共に、地域支援事
業において、地域住民がいまの生活を続けられる
ように、住民の自助を基本としながら、地域等で
の助け合いによる仕組み作りとして地域包括ケア
システムを推進しています。
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活動指標（回数・件数・日数等）
活動名 対象者

活動指標（参加者数・面積等）

第8期介護保険事業計画の振り返り 市職員、社会福祉協議会職員

R５年度介護保険給付費の計画値対実績（見込み） 96% 85％以内

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

2回 2回 関係各課の実績把握

介護保険事業計画のパブリックコメント実施 市民

その他

第9期介護保険事業計画の向けた施策 市職員、社会福祉協議会職員 2回 2回 関係各課の施策把握

介護保険運営協議会及び老人福祉計画等検討委員会の開催

⑥　点検

茨城県への介護保険サービス見込み量及び介護保険料の報告 茨城県

関係各課の実績把握

③　主なアクティビティ（活動）とアウトプット（結果）

アウトプット（結果）

Ｒ5年度実績値 Ｒ5年度目標値

事務事業名 事業介護保険事業の運営

アクティビティ（活動）

1回 1回 市民の意見聴取 市民の意見聴取

4回 4回 見える化システムでの報告 見える化システムでの報告

―

素案・原案の意見意見および諮問

関係各課の施策把握

④　初期・中間アウトカム（成果）


